
MIS28-01 会場:313 時間:5月 1日 09:00-09:15

複雑な地殻構造による地磁気誘導電流の増幅効果
Amplification of induced current due to complicated resistivity structure in the earth
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巨大地磁気嵐によって地下に引き起こされる誘導電流は、送電線網やパイプラインなどのインフラストラクチャを破
壊する可能性があることが指摘されている。このような自然災害を未然に防ぐためには、事前の誘導電流強度の予測が
必要である。巨大地磁気嵐の発生頻度や大きさについては従来からも研究がなされているが、誘導電流の発生場所であ
る地殻やマントルの比抵抗構造不均質が強度予測にどの程度の影響を与えているかについては、これまでに研究はなさ
れていない。本研究では 2次元・3次元地下構造に対する誘導電流発生の数値シミュレーションを実施し、この問題を議
論した。特に水平方向の比抵抗変化が大きい海陸境界に注目して計算を行ったところ、海岸線から 20km程度の陸域で
は誘導電流の大きさは約 6倍増幅されることが明らかとなった。また半島部のように海側にせり出した陸域でも同様に
誘導電流の増幅効果があることが分かった。これらから、巨大地磁気誘導電流の事前評価を行う際には、その地域の地
下および海底下の比抵抗構造を調査し、予測モデルに組み込むことが必要であることが示唆される。
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